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１１月行事予定
１１月 １日（火）～ ２日（水） 工業祭代休
１１月 ５日（土） 危険物取扱者試験

１１月 ７日（月）～１３日（日） 試験前部活動禁止期間
１１月１４日（月）～１６日（水） 第３期定期試験

１１月１７日（木） 後期生徒総会
１１月１８日（金） 計算技術検定

１１月２４日（木） 歯科保健指導（１年）
１１月３０日（水） 校内工業クラブ発表会

山ぼうし
第７号 平成１７年１０月２９日 発行

山ぼうしは「立志の樹」といわれ、本校正門脇に植樹されており、

花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし

の碑（初代 PTA 会長盛合聡の揮毫）がある。

１０月２９日（土）～３０日（日）の

二日間、第２０回工業祭が「光る技術の創

造～未来への飛躍」というテ－マで繰り広

げられます。本校の工業祭は、普段の生徒

の学校生活に潤いを持たせるとともに、日

頃の学習成果や研究成果・諸活動を地域や

保護者の方々そして近隣の小中高の生徒さ

ん達に様々な形で発表をする場でもありま

す。また、本校施設設備の公開ということ

も兼ねております。今回は大鼓部の演奏を

はじめ、舞台での各種のイベントも行うこ

とになっております。

また、沖縄同名校交流ということで、

平成 11 年から７年間交流している沖縄県

立宮古工業高等学校の生徒・職員を本校に

招待し、交流会も行う予定です。交流会で

は、岩手の伝統と文化を紹介し、逆に私達

は宮古島の伝統や文化を学んでお互いのこ

とを理解し、これからもよりよい交流が深

まっていくことを期待しているところで

す。

本校は今年創立３３周年を迎え、卒業

生も４３００名を数え、県内外の各産業界

や教育界等で幅広く活躍をしています。ま

た、最近では数多くの卒業生が海外の企業

で、工場の立ち上げや技術指導などで活躍

をしていることを聞き、誠に頼もしい限り

であります。

生徒は、２１世紀の日本や地域の産業

の担い手として、工業技術やものづくりに

関する様々な技術・技能の習得や各種資格

取得等に積極的に取り組み、全国高等学校

ロボツト競技大会ベスト 8 位、進路実現１

００％など大きな成果を上げているところ

です。

21 世紀の豊かな日本を実現するのには

「ものづくり」の力は欠かせません。それ

には若い諸君のものづくりに対する情熱と

努力が求められています。今年で 20 回目

を迎える工業祭のテ－マはまさに 21 世紀

の技術の進歩を先取りしたテ－マであると

思っております。

生徒達はこの 20 回工業祭に向けて一生

懸命に取り組んでまいりました。ご来校の

皆様方には是非、生徒達の日頃の頑張りを

是非ご覧になっていただき、激励して頂け

れば幸いです。

校長 及 川 敏 昭

工 業 祭 ！

光 る 技 術 の 創 造 ～ 未 来 へ の 飛 躍



インターンシップ（１次）実施さる
１０月１２日（火）～１４日（金）までの３日間、２学年８９名が４

１社の管内企業のご協力を頂きインターンシップ（就業体験）をおこな

いました。

インターンシップですが本校では設備工業科が先行して平成１２年度

から実施し、続いて平成１３年度からは全科で実施され、今年で５回目

を数えます。平成１５年からは新学習指導要領の中の「総合的な学習の

時間」の一部として実施され、科目と同じように単位として認められる

ようになっています。よって成績上は科目と同じ扱いになります。

３日間のインターンシップ期間中生徒は会社の出勤時間に合わせて出

勤し、退勤時間に合わせて帰るということで社員と同じように扱われます。先生方はこの３日間巡回指導と

いうことで各企業を訪問し生徒の作業状況など見て廻りますが、先生方からは「生徒が真剣に取り組んでい

た」、「学校では見ることのできない表情で作業を行っていた」等の報告がありました。

生徒の書いた日誌を見ますと「仕事の意義」、「社会の厳しさ」、「あ

いさつの大切さ」など学校では学べない多くのことを学んだようで、

この３日間で一回りも二回りも成長してきたように感じられます。ま

た、会社側のアンケートを見ますと「一生懸命頑張った」、「与えられ

た以上の仕事をして積極性があった」などの意見があった反面「元気

がない」、「あいさつの声が小さい」などの反省点もあげていました。

指摘のあった点は学校側でも指導していかなければならないと考えて

います。

新人大会等で今回参加できなかった生徒もいるため、１１月下旬に

は第２次も予定されています。

＜弓道部＞ 本校初の快挙！＜卓球部＞
卯名根口新君、県新人戦個人優勝！
去る10月14日(金)～16日(日)、盛岡市の岩手県営武

道館弓道場で岩手県高等学校新人大会弓道競技が行
われ、電子機械科２年の卯名根口新選手が個人戦で
見事に『優勝』を手中にした。

卯名根口選手は、予選を８射
７中で通過し、優勝決定射詰競
射において、県内各校の有力選
手７名がひしめき合う中、周り
の雰囲気に乱されることなく、
自分の射を表現し続けた。濁りのない澄みきった離
れは観衆を魅了し、最後は４連中で福岡高校の選手
との一騎打ちの争いを征した。

卯名根口選手は、本校弓道部のキャプテンも務め
ており、普段の練習でも部員に適切なアドバイスを
与え、弓道部全体のレベルアップに貢献している。
何よりも彼の強さは、その「精神力」にある。いか
なる状況下に於いても、決して自分を見失うことな
く、自分と向き合う平常心をもった選手である。

来る11月５日に花巻市で行われる第２４回全国高
等学校弓道選抜大会県予選会には、宮古工業高校と

して団体戦で出場するほか、
優勝した卯名根口選手をは
じめ、個人戦で８射６中の
大町幸広選手(機械科２年)
も活躍が期待されている。

今後も弓道部に対し、温
かいご声援とご支援をお願
い致します。

菅野文矢君、全日本ジュニア出場！
10月９日に水沢市総合体育館で開催

された岩手県ジュニア卓球選手権大会

で、電子機械科２年の菅野文矢君が見

事３位入賞を果たした。この大会は、

来年１月10日から東京体育館で開催さ

れる全日本選手権ジュニアの部の岩手

県予選を兼ねており、菅野君は見事岩

手代表の座を射止めた。全日本選手権

は卓球界では最も権威のある大会であ

り、本校からの出場は開校以来初めて

のことである。菅野君は「本校初の快

挙と知りとても驚いている。目標の全国大会出場が実

現できてとても嬉しい。全日本では初戦突破を目指し

て頑張りたい。」と次の目標に向け意気込みを新たに

している。

卓球部は、今月28～30日に宮

古市民総合体育館で開催される

県新人大会を控えており、こち

らでも本校初の団体優勝が期待

される。今後とも応援よろしく

お願いします。なお詳細は、卓

球部ＨＰ（http://www.geociti

es.jp/myth_tabletennis/）で

ご覧ください。


